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中
井
履
軒
撰
『
荘
子
離
題
』
（
以
下
、
『
離
題
』
と
称
す
る
）
は

江
戸
期
老
荘
学
史
上
に
お
い
て
独
自
の
位
置
を
占
め
る
。
当
時
の

漢
学
者
に
あ
っ
て
は
老
荘
関
係
の
書
物
で
あ
っ
て
も
、
官
学
で
あ

る
儒
教
流
に
解
釈
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
履
軒
は
『
荘
子
』
を
以
て
『
荘
子
』
を
解
す
る
こ
と
を
主
張
し
、

当
時
の
『
荘
子
』
解
釈
の
傾
向
と
は
異
な
る
立
場
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
先
に
履
軒
の
『
離
題
』
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
的
な
点

を
概
観
し
た
（
注
1
)
。
そ
の
中
で
履
軒
か
ら
見
た
『
荘
子
』
思
想
の

特
徴
を
、
そ
の
「
万
物
斉
同
」
思
想
と
自
在
性
重
視
の
思
想
と
の

両
者
だ
と
論
じ
た
。
た
だ
、
前
稿
で
は
履
軒
の
い
う
「
万
物
斉
同
」

思
想
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
考
察
は
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
観
を
探
る
た
め
に
、
履

軒
の
『
離
題
』
と
林
希
逸
『
荘
子
磯
斎
口
義
』
（
以
下
、
『
口
義
』

は
じ
め
に

中
井
履
軒
『
荘
子
離
題
』
と
林
希
逸
『
荘
子
慮
斎
口
義
』

|
「
聖
人
」
像
か
ら
見
た
「
万
物
斉
同
」
観
の
比
較
I

と
称
す
る
）
と
を
比
較
す
る
方
法
を
と
り
た
い
。
履
軒
の
『
離
題
』

は
『
口
義
』
の
刊
本
の
余
白
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
『
口
義
』
の
解

釈
に
対
す
る
批
判
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
観
が
よ
り
明
確
に
な

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
「
万
物
斉
同
」
観
は
そ
の
「
聖

人
」
像
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
聖
人
」
の
処
世
術

を
例
に
取
り
上
げ
て
、
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
観
を
探
っ
て
ゆ
き

た
い
。な

お
、
『
離
題
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
『
荘
子
離
題
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
を
使
用
す
る
。
同
書
は
、
大
阪

大
学
所
蔵
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
中
井
履
軒
の
自
筆
本
を

影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
口
義
』
は
、
同
書
の
底
本
で
あ
る
「
寛

文
五
年
風
月
庄
左
衛
門
刊
」
の
『
口
義
』
を
用
い
る
。

藤

居

岳

人

と
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「
万
物
斉
同
」
に
対
す
る
履
軒
の
見
解
を
窺
う
前
に
ま
ず
、
『
ロ

義
』
の
見
解
を
検
討
し
て
お
き
た
い
（
注
2)°

『
荘
子
』
の
「
万
物
斉

同
」
思
想
を
窺
う
に
は
、
そ
の
斉
物
論
篇
が
最
も
参
考
と
な
る
。

こ
の
「
斉
物
論
」
の
語
に
つ
い
て
、
林
希
逸
は
斉
物
論
篇
冒
頭
に

な
お

「
物
論
は
、
人
物
の
論
な
り
。
猶
衆
論
と
言
う
が
ご
と
し
。
斉
は

一
な
り
。
衆
論
を
合
し
て
一
と
為
さ
ん
と
欲
す
」
と
述
べ
る
。
林

希
逸
は
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

戦
国
の
世
学
問
同
じ
か
ら
ず
。
更
ご
も
相
い
是
非
あ
り
。
故

に
荘
子
以
為
え
ら
く
是
非
両
つ
な
が
ら
忘
れ
て
之
を
自
然
に

帰
す
る
に
若
か
ず
。

林
希
逸
は
「
物
論
を
斉
し
く
す
」
を
、
戦
国
期
に
お
け
る
諸
子

百
家
間
の
議
論
を
統
一
し
て
「
自
然
」
の
状
態
に
す
る
こ
と
だ
と

説
明
す
る
。
こ
の
「
自
然
」
の
語
は
道
家
用
語
と
し
て
よ
く
使
用

さ
れ
る
。
こ
の
部
分
の
「
自
然
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ

う
か
。
例
え
ば
、
斉
物
論
篇
に
お
い
て
儒
墨
の
議
論
の
対
立
を
批

判
し
て
「
明
を
以
う
る
に
若
く
は
莫
し
」
と
す
る
『
荘
子
』
本
文

に
対
し
て
、
林
希
逸
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

-
、
中
井
履
軒
の
『
口
議
』
に
対
す
る
見
解

I

そ
の
宋
学
的
解
釈
批
判
—
|

若
し
〔
儒
墨
の
〕
「
是
非
」
を
一
定
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
須

ら
く
是
れ
之
を
自
然
の
天
理
に
帰
し
て
方
に
可
な
る
べ
し
。

「
明
」
は
天
理
な
り
。
故
に
「
明
を
以
う
る
に
若
く
は
莫
し
」

と
日
う
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
「
自
然
の
天
理
」
の
語
を
用
い
て
い
る

が
、
先
の
引
用
文
中
の
「
自
然
」
も
こ
の
箇
所
の
「
自
然
の
天
理
」

と
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
林
希
逸
の
解
釈
を

探
る
う
え
で
重
要
と
な
る
の
は
こ
の
「
天
理
」
の
語
で
あ
る
。

実
は
、
『
口
義
』
に
お
け
る
「
天
理
」
の
語
の
意
味
は
今
―
つ
明

確
で
は
な
い
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
「
天
理
」
の
語
は
宋
学
に
お
い

て
よ
く
使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
林
希
逸
が
『
荘
子
』

を
解
す
る
と
き
、
宋
学
用
語
と
し
て
の
「
天
理
」
あ
る
い
は
「
理
」

と
い
っ
た
用
語
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
（
注
3
)
。
こ
れ
が
『
口
義
』

の
宋
学
的
解
釈
と
い
う
特
徴
で
あ
る
（
注
4
)
。
そ
し
て
、
『
口
義
』
で

は
「
万
物
斉
同
」
に
関
し
て
も
こ
の
宋
学
的
解
釈
は
多
く
見
ら
れ

る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
既
成
の
宋
学
用
語
を
用
い
て
解
釈
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
『
荘
子
』
本
来
の
意
味
を
解
釈
し
た
こ
と
に

な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
宋
学
用
語
の
意
味
自

体
も
明
確
だ
と
は
限
ら
な
い
。
確
か
に
難
解
な
思
想
を
平
易
に
解

説
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
既
存
の
学
術
用
語
を
用
い
て
解
釈
す
る

こ
と
が
よ
く
為
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
中
国
に
仏
教
が
受
容
さ
れ
た
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実
際
に
『
口
義
』
を
検
討
す
れ
ば
、

必
ず
し
も
そ
の
中
に
見
え

と
き
、
道
家
の
用
語
を
用
い
て
解
釈
が
為
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
格

義
仏
教
が
そ
れ
で
あ
る
。
林
希
逸
が
宋
学
用
語
を
用
い
て
道
家
の

文
献
で
あ
る
『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
格
義
仏
教
に
近
い
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
「
斉
物
論
」
の
語
を
「
物
を
斉
し
く

す
る
の
論
」
と
解
す
る
（
注
5
)
。
す
な
わ
ち
、
『
荘
子
』
の
中
心
思
想

を
「
物
を
斉
し
く
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
万
物
斉
同
」
だ
と
履

軒
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
『
口
義
』
に
お
い
て
「
万
物
斉

同
」
の
解
釈
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
「
天
理
」
「
理
」
の
語
を

履
軒
は
批
判
す
る
。
例
え
ば
、
注
3
に
取
り
上
げ
た
大
宗
師
篇
の

同
部
分
に
対
し
て
履
軒
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
天
機
」
は
、
其
れ
所
謂
天
真
な
る
の
み
。
「
機
」
字
は
形
容

を
存
す
。
又
た
宋
儒
の
天
理
と
異
な
れ
ば
、
湊
合
し
て
（
寄

な

せ
集
め
て
）
解
を
作
す
を
得
ず
。

ま
た
、
同
様
に
注
3
で
取
り
上
げ
た
則
陽
篇
の
同
部
分
に
対
し

て
履
軒
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

〔
『
口
義
』
の
〕
「
理
を
同
じ
く
す
」
「
理
を
具
う
」
は
、

是
れ
宋
学
よ
り
す
る
の
言
に
し
て
、
荘
子
を
解
す
る
所
以
に

非
ず
。
〔
『
口
義
』
の
〕
下
文
の
「
万
物
の
理
」
も
亦
た
然
り
。

1
、
林
希
逸
の
「
万
物
斉
同
」
解
釈

二
、
「
万
物
斉
同
」
に
対
す
る
『
口
議
』
の
見
解
と

『
離
題
』
の
見
解
と

る
「
天
理
」
「
理
」
の
語
す
べ
て
が
宋
学
用
語
と
し
て
の
意
味
を
持

つ
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
（
注
6)°

し
か
し
、
や
は
り
履
軒
が
述
べ

る
よ
う
に
宋
学
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
『
荘

子
』
を
以
て
『
荘
子
』
を
解
す
る
こ
と
が
履
軒
の
『
荘
子
』
解
釈

に
お
け
る
基
本
的
態
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
宋
学
用
語

を
用
い
て
の
解
釈
は
牽
強
付
会
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
履
軒
は

考
え
て
い
た
。
ま
た
、
履
軒
は
宋
学
用
語
の
意
味
自
体
も
実
は
明

確
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
注
7
)
。
履
軒
は
『
荘

子
』
を
「
異
端
」
の
書
と
見
て
い
た
。
よ
り
一
層
本
文
に
即
し
た

素
直
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が
、
「
異
端
」
の
書
で
あ
る
『
荘
子
』
を

理
解
す
る
た
め
の
最
も
正
し
い
方
法
だ
と
履
軒
は
考
え
て
い
た
。

従
っ
て
、
上
記
の
よ
う
に
宋
学
用
語
を
使
用
す
る
よ
う
な
林
希
逸

の
解
釈
は
、
履
軒
に
と
っ
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
（
注
8
)
o

履
軒
は
林
希
逸
の
解
釈
を
批
判
す
る
が
、
『
荘
子
』
の
中
心
思
想

が
「
万
物
斉
同
」
だ
と
認
め
る
点
で
は
基
本
的
に
同
じ
立
場
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
を
持
つ
「
多
」
に
と

(101) 
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ら
わ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
「
す
べ
て
は
同
一
で
あ
る
」
と
す
る
「
一
」

を
よ
り
一
層
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。
た
だ
、
詳
細
に
検
討
し
て

ゆ
く
と
両
者
の
「
万
物
斉
同
」
観
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
「
一
」
に
対
す
る
見
解
の
相
違
で
あ
る
。

ま
ず
、
林
希
逸
の
「
万
物
斉
同
」
観
を
概
観
す
る
。
そ
の
特
徴

を
大
づ
か
み
に
い
え
ば
、
『
口
義
』
の
場
合
、
「
万
物
斉
同
」
と
は
、

現
実
世
界
に
存
在
す
る
万
物
は
す
べ
て
同
一
の
根
拠
を
も
つ
と
い

う
概
念
を
表
し
て
い
る
。
現
実
世
界
に
存
在
す
る
万
物
は
表
面
的

に
見
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
の
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
、
そ

れ
ら
の
万
物
は
同
一
の
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
万
物
に
共
通
す
る

そ
の
根
拠
と
は
林
希
逸
の
用
語
に
よ
れ
ば
「
一
理
」
、
す
な
わ
ち
た

だ
―
つ
の
「
理
」
で
あ
る
。
そ
の
「
理
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
点

に
お
い
て
、
万
物
は
「
斉
同
」
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
『
口
義
』
の

記
述
に
基
づ
い
て
そ
の
概
念
を
検
討
す
る
。

例
え
ば
、
天
地
篇
「
万
物
は
一
府
に
し
て
、
死
生
は
同
状
な
り
」

に
対
し
て
、
『
口
義
』
は
「
万
物
を
衆
め
て
、
之
を
一
理
に
帰
す
。

故
に
『
一
府
』
と
日
う
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
知
北
遊
篇
「
人
の

生
は
、
気
の
祭
な
り
。
来
ま
れ
ば
則
ち
生
と
為
り
、
散
れ
ば
則
ち

死
と
為
る
。
若
し
死
生
徒
為
ら
ば
、
吾
も
又
た
何
を
か
患
え
ん
。

故
に
万
物
は
一
な
り
」
に
対
し
て
、
林
希
逸
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

気
の
来
散
〔
を
〕
生
と
為
し
死
と
為
す
。
人
み
な
之
を
知
る
。

若
し
死
生
只
だ
是
れ
一
理
た
る
を
知
ら
ば
、
則
ち
吾
又
た
何

を
か
患
え
ん
。
「
徒
為
り
」
と
は
、
死
生
〔
を
〕
一
と
為
す
な

も
と

り
。
死
生
は
本
一
理
に
し
て
、
万
物
み
な
然
り
。

さ
ら
に
、
則
陽
篇
「
異
を
合
し
て
以
て
同
と
為
し
、
同
を
散
じ

て
以
て
異
と
為
す
」
の
『
口
義
』
に
お
い
て
も
「
一
理
を
同
じ
く

す
」
「
一
理
を
具
う
」
と
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
林
希
逸
は
「
一
理
」
の
語
を
万
物
に
共
通
す
る
根
拠

の
意
味
に
使
用
し
て
い
る
。
で
は
こ
の
「
一
理
」
は
ど
の
よ
う
な

性
格
を
も
っ
た
根
拠
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
斉
物
論
篇
「
天
地
我
と
並
び
生
じ
、
万
物
我
と
一

為
り
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
解
釈
は
難
解
で
、
注
釈
家

の
見
解
も
諸
説
が
あ
る
。
同
部
分
に
対
し
て
、
林
希
逸
は
以
下
の

よ
う
に
注
す
る
。

天
地
我
と
並
び
に
太
虚
の
間
に
生
じ
、
天
地
も
亦
た
大
為
る

を
得
ず
。
而
し
て
万
物
又
た
我
と
並
び
に
天
地
の
間
に
生
ず
。

一
草
一
木
一
禽
一
虫
と
雖
も
亦
た
我
と
相
い
類
す
。
故
に
「
天

地
我
と
並
び
生
じ
、
万
物
我
と
一
為
り
」
と
日
う
。

『
口
義
』
の
「
万
物
又
た
我
と
並
び
に
天
地
の
間
に
生
ず
」
と

い
う
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
「
我
」
と
「
万
物
」
と
は
天
地
の
間
に
存

在
す
る
点
に
お
い
て
同
一
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
地
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の
間
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
表
面
上
は
異
な
っ
た
相
貌
を
持

っ
て
い
る
が
、
存
在
す
る
も
の
と
し
て
は
同
一
の
立
場
に
あ
る
こ

と
を
い
う
。

ま
た
、
参
考
と
な
る
の
は
林
希
逸
の
以
下
の
注
解
で
あ
る
。
徳

充
符
篇
に
、
常
季
と
孔
子
と
の
会
話
か
ら
成
る
寓
話
が
あ
る
が
、

そ
の
中
に
孔
子
の
言
と
し
て
「
其
の
異
な
る
者
よ
り
之
を
視
れ
ば
、

肝
騰
も
楚
越
な
り
。
其
の
同
じ
き
者
よ
り
之
を
視
れ
ば
、
万
物
も

み
な
一
な
り
」
と
あ
る
。
そ
の
箇
所
に
対
し
て
、
林
希
逸
は
以
下

の
よ
う
に
い
う
。

常
人
万
物
の
同
じ
く
一
初
に
出
づ
る
を
知
ら
ず
。
其
の
肝
脆

と
雖
も
亦
た
自
ら
楚
越
を
分
か
つ
。
其
の
同
じ
<
-
初
に
出

づ
る
を
知
ら
ば
、
則
ち
万
物
も
み
な
我
と
一
為
る
な
り
。

こ
の
「
万
物
の
同
じ
<
-
初
に
出
づ
る
」
と
い
う
注
解
に
よ
れ

ば
、
自
分
も
含
め
て
万
物
は
「
一
初
」
と
い
う
同
一
の
根
拠
に
基
づ

い
て
現
実
世
界
に
存
在
す
る
と
林
希
逸
は
考
え
て
い
る
。
上
記
の

『
口
義
』
「
万
物
又
た
我
と
並
び
に
天
地
の
間
に
生
ず
」
も
同
様

の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
林
希
逸
の
考
え
は
ま
さ

し
く
宋
学
に
お
け
る
「
理
」
の
概
念
と
一
致
す
る
。
宋
学
の
「
理
」

は
万
物
が
存
在
す
る
た
め
の
根
拠
で
あ
り
、
ま
た
、
「
理
一
分
殊
」

と
い
う
よ
う
に
万
物
に
も
内
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
林
希
逸
は
宋

学

の
「
理
」
の
概
念
を
援
用
し
て
『
荘
子
』
の
「
万
物
斉
同
」
を
解

釈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
履
軒
の
「
万

物
斉
同
」
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
中
井
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
解
釈

履
軒
は
林
希
逸
の
解
釈
を
批
判
し
た
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
「
万
物
斉
同
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
多
」
よ
り
も
「
一
」
を

よ
り
一
層
重
視
す
る
点
に
お
い
て
基
本
的
に
同
じ
立
場
で
あ
る

こ
こ

（注
9
)
。
例
え
ば
、
斉
物
論
篇
「
是
を
以
て
聖
人
は
由
ら
ず
し
て
、

之
を
天
に
照
ら
す
。
亦
た
是
に
因
る
な
り
」
の
箇
所
に
対
し
て
、

履
軒
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
天
に
照
ら
す
」
と
上
章
の
「
明
を
以
う
」
と
や
や
異
な
り
。

「
明
を
以
う
」
と
は
、
以
て
真
の
是
非
を
定
む
。
此
れ
又
た

一
層
を
上
り
、
是
れ
是
非
を
没
す
る
を
説
く
な
り
。
故
に
「
是

に
因
る
」
を
以
て
之
を
結
ぶ
。

斉
物
論
篇
「
是
を
以
て
聖
人
は
…
…
」
の
箇
所
の
す
ぐ
前
部
に

「
明
を
以
う
る
に
若
く
は
莫
し
」
の
文
章
が
あ
り
、
履
軒
は
「
明

を
以
う
」
と
「
天
に
照
ら
す
」
と
を
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。
こ

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
履
軒
は
「
明
を
以
う
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
「
真
の
是
非
」
の
実
現
し
て
い
る
状
態
よ
り
も
「
天
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に
照
ら
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
是
非
を
没
す
る
」

状
態
の
方
を
上
位
に
見
て
い
る
。
つ
ま
り
、
履
軒
は
「
是
非
」
の

存
す
る
「
多
」
よ
り
も
「
是
非
を
没
」
し
た
「
一
」
の
方
を
重
視

し
て
い
る
（
注
1
0
)
0

ま
た
、
徳
充
符
篇
に
お
い
て
冗
者
（
足
切
り
の
刑
を
受
け
た
者
）

で
あ
る
王
飴
の
徳
を
述
べ
る
箇
所
に
「
天
地
を
官
し
、
万
物
を
府

し
、
直
だ
六
骸
を
寓
し
、
耳
目
を
像
し
、
智
の
知
る
所
を
一
に
し

て
、
心
未
だ
嘗
て
死
せ
ざ
る
者
」
と
あ
る
。
そ
の
箇
所
に
履
軒
は

以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。

「
天
地
」
を
以
て
我
の
有
司
と
為
す
。
「
万
物
」
を
以
て
我
の

府
庫
と
為
す
。
「
物
」
は
我
が
身
を
其
の
間
に
寓
す
。
「
耳
目
」

は
象
を
存
し
て
、
其
の
「
智
」
の
及
ぶ
所
を
用
い
ず
。
是
非

や
好
悪
や
混
じ
て
之
を
一
と
し
、
階
級
を
作
ら
ず
。
唯
だ
一

点
の
霊
心
燭
々
と
し
て
昏
蔽
す
る
所
無
き
の
み
。
み
な
王
飴

か
た
ど

の
徳
に
状
る
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
履
軒
は
是
非
や
好
悪
な
ど
の
相
対
的
区

別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
霊
心
」
を
用
い
て
す
べ
て
は
同
一
だ
と
認
識

で
き
る
こ
と
が
王
飴
の
優
れ
た
点
だ
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
例

か
ら
、
履
軒
も
「
一
」
の
境
地
、
す
な
わ
ち
「
万
物
斉
同
」
の
境

地
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

上
記
の
よ
う
な
解
釈
だ
け
な
ら
ば
、
「
万
物
斉
同
」
に
関
し
て
、

「
多
」
よ
り
も
「
」
を
重
視
す
る
点
に
お
い
て
、
履
軒
の
立
場

は
林
希
逸
の
立
場
と
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
履

軒
の
注
解
に
は
『
口
義
』
に
比
べ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
を
持
っ

た
現
実
の
世
界
、
す
な
わ
ち
「
多
」
の
世
界
を
よ
り
一
層
肯
定
的

に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
い
う

な
ら
ば
、
林
希
逸
の
よ
う
に
現
実
世
界
の
事
物
を
そ
の
根
拠
た
る

「
理
」
よ
り
一
段
下
に
置
く
の
で
は
な
く
、
現
実
世
界
の
事
物
そ
の

も
の
に
も
意
義
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、

『
口
義
』
な
ら
ば
「
天
理
」
「
理
」
等
の
宋
学
用
語
を
用
い
て
「
万

物
斉
同
」
を
解
釈
し
、
「
万
物
斉
同
」
と
は
万
物
が
共
通
す
る
根
拠

を
も
つ
こ
と
だ
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
履
軒
は
現
実
世
界
の
事

物
そ
の
も
の
に
も
意
義
を
認
め
よ
う
と
し
て
、
「
一
」
に
対
し
て
林

希
逸
と
は
異
な
っ
た
解
釈
を
す
る
。
そ
の
点
を
聖
人
の
処
世
術
を

例
に
考
察
す
る
。
履
軒
の
聖
人
観
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
触

れ
た
が
、
以
下
に
そ
の
「
万
物
斉
同
」
観
に
関
係
す
る
箇
所
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
斉
物
論
篇
に
お
け
る
朝
三
暮
四
寓
話
の
箇
所
に
「
聖
人

い
こ

之
を
和
す
る
に
是
非
を
以
て
し
て
、
天
均
に
休
う
。
是
れ
を
之
両

行
と
謂
う
」
と
あ
る
。
そ
の
箇
所
に
対
し
て
履
軒
は
次
の
よ
う
に

{？ 

’
>
 

言
う
こ
こ
ろ
は
、
「
聖
人
」
は
「
天
均
」
に
休
い
、
彼
此
無
く
、
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是
非
無
し
。
然
れ
ど
も
其
の
世
に
応
ず
る
や
、
人
の
是
非
有

る
に
因
り
て
、
亦
た
是
非
を
立
て
、
以
て
之
を
和
す
る
の
み
。

猶
「
朝
三
」
は
、
即
ち
「
是
に
因
る
」
の
ご
と
き
な
り
。

こ
の
箇
所
の
「
天
均
」
と
は
「
万
物
斉
同
」
の
境
地
を
表
す
語

で
あ
る
。
そ
し
て
、
履
軒
に
と
っ
て
「
聖
人
」
と
は
最
高
の
理
想

的
人
格
者
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
解
釈
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ま
ず
、
聖
人
は
精
神
的
に
「
万
物
斉
同
」
の
境
地
に
お
り
、
「
彼
此
」

や
「
是
非
」
な
ど
の
相
対
的
区
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
人
々
と
同
じ
現
実
世
界
に
い
て
、
「
是
非
」
の
相
違
が
存

在
す
る
こ
と
は
認
め
る
。
た
だ
、
人
々
の
誤
っ
た
「
是
非
」
を
正

し
、
「
真
の
是
非
」
を
明
ら
か
に
し
て
、
誤
っ
た
「
是
非
」
に
基
づ

く
争
い
を
や
め
さ
せ
、
人
々
を
調
和
の
道
へ
導
く
。
「
朝
三
」
と
は
、

そ
の
よ
う
な
「
是
に
因
る
」
こ
と
を
い
う
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
聖
人
が
「
天
均
」
と
い
う
「
万
物
斉
同
」

の
境
地
に
い
る
と
は
、
聖
人
の
精
神
的
な
境
地
を
指
す
と
考
え
る
。

こ
こ
で
い
わ
れ
る
精
神
的
な
境
地
と
は
つ
ま
り
、
現
実
世
界
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
も
、
高
い
観
点
か
ら
見
れ
ば
大
し
た
相
違

で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
相
違
が
あ
る
こ
と
を

認
め
な
が
ら
、
そ
の
相
違
に
と
ら
わ
れ
な
い
の
は
、
た
だ
現
実
世

界
を
見
る
視
点
を
変
化
さ
せ
る
だ
け
で
十
分
に
実
現
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
は
た
だ
そ
の
精
神
の
在
り
方
を
い
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
聖

人
が
「
万
物
斉
同
」
の
境
地
に
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
聖
人

が
現
実
世
界
と
は
別
の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
を
い
う
の
で
は
な

い
。
「
万
物
斉
同
」
の
境
地
に
い
る
聖
人
は
実
際
に
は
現
実
世
界
に

身
を
置
い
た
ま
ま
で
あ
る
。

聖
人
は
現
実
世
界
に
身
を
置
い
て
い
る
。
現
実
世
界
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
の
相
違
を
認
め
な
が
ら
、
聖
人
は
依
然
と
し
て

人
々
と
同
じ
世
界
に
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
世
界
に
身
を
置
き

な
が
ら
も
、
聖
人
は
「
彼
此
」
「
是
非
」
な
ど
の
相
対
的
な
区
別
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
人
々
の
争
い
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
人
々

と
同
じ
こ
の
現
実
世
界
の
中
で
生
き
て
い
る
。
た
だ
そ
の
精
神
の

在
り
方
、
す
な
わ
ち
そ
の
現
実
世
界
を
見
る
視
点
が
人
々
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
を
も
つ
現
実
世
界
の
「
多
」
を

認
め
な
が
ら
、
高
い
観
点
か
ら
見
れ
ば
そ
の
相
違
は
大
き
な
も
の

で
は
な
い
と
聖
人
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
の
在
り
方
を
履

軒
は
「
万
物
斉
同
」
と
解
す
る
。

こ
の
よ
う
な
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
解
釈
は
、
「
天
理
」
等
の
宋

学
用
語
を
用
い
て
『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
林
希
逸
の
立
場
と
は
お

の
ず
か
ら
異
な
る
。
履
軒
の
解
釈
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
処
世

を
重
視
し
、
現
実
世
界
に
よ
り
一
層
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る

も
の
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
林
希
逸
の
解
釈

に
比
べ
れ
ば
、
よ
り
現
実
世
界
に
密
着
し
た
具
体
的
な
解
釈
を
し

て
い
る
と
い
え
る
。
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履
軒
が
林
希
逸
と
異
な
り
、
現
実
世
界
に
意
義
を
認
め
よ
う
と

す
る
傾
向
の
強
い
こ
と
は
『
離
題
』
の
他
の
例
か
ら
も
推
察
で
き

の
が

る
。
例
え
ば
、
大
宗
師
篇
「
聖
人
は
将
に
物
の
遮
る
る
を
得
ざ
る

所
に
遊
び
て
み
な
存
せ
ん
と
す
」
に
対
す
る
履
軒
の
解
釈
で
あ
る
。

履
軒
は
次
の
よ
う
に
二
条
の
注
を
施
す
。

①
人
壮
を
固
守
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
壮
遮
れ
て
老
来
た
る
。
老

を
固
守
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
老
遂
れ
て
死
来
た
る
。
是
れ
憂

い
と
為
す
所
以
な
り
。
聖
人
は
則
ち
化
に
随
い
て
之
を
喜
楽

す
。
故
に
壮
な
れ
ば
則
ち
壮
を
喜
び
、
老
ゆ
れ
ば
則
ち
老
を

楽
し
み
、
死
ぬ
れ
ば
則
ち
死
に
安
ん
ず
。
我
は
物
に
随
い
て

遊
ぶ
。
故
に
物
遮
る
る
を
得
ず
。

②
身
の
変
化
に
随
い
て
諏
ち
以
て
喜
を
為
せ
ば
、
則
ち
其
の
楽

は
無
窮
な
る
の
み
。
〔
『
口
義
』
に
あ
る
よ
う
に
〕
「
我
に
備

わ
る
」
「
一
為
り
」
の
謂
に
非
ず
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
も
、
聖
人
は
「
化
」
す
な
わ
ち
、
夭
か
ら

老
あ
る
い
は
始
か
ら
終
と
い
っ
た
現
実
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
現
実
世
界
の
中
に
身
を
置
き
、
そ

し
て
、
そ
の
変
化
を
拒
絶
す
る
こ
と
な
く
、
逆
に
そ
の
変
化
を
喜

び
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
履
軒
の
解
釈
は
、
後
者
の
引
用

文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
『
口
義
』
の
注
解
態
度
と
は
大
い
に
異
な

る
。
『
口
義
』
で
は
、
こ
の
箇
所
に
お
け
る
聖
人
の
境
地
は
『
孟
子
』

の
「
万
物
み
な
我
に
備
わ
る
」
、
『
荘
子
』
の
「
天
地
は
…
…
我
と

一
為
り
」
の
語
で
解
釈
す
る
の
み
で
あ
る
（
注
ll)
。
こ
の
よ
う
な
既

成
の
宋
学
用
語
を
用
い
た
り
、
『
荘
子
』
の
他
の
箇
所
を
引
用
す
る

だ
け
の
解
釈
に
履
軒
は
満
足
し
な
い
。
履
軒
は
、
よ
り
具
体
的
事

実
に
即
し
た
解
釈
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
が
現
実
世
界
の

持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
多
様
な

変
化
に
従
い
な
が
ら
身
を
処
す
様
子
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
。

さ
ら
に
も
う
一
例
を
検
討
す
る
。
知
北
遊
篇
に
東
郭
子
と
荘
子

と
の
会
話
か
ら
成
る
寓
話
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
物
を
物
と
す
る

者
は
、
物
と
際
無
し
。
而
し
て
物
際
有
る
者
は
、
所
謂
物
際
な

る
者
な
り
」
と
あ
る
が
、
履
軒
は
次
の
よ
う
に
二
条
の
注
を
施
す
。

①
「
物
」
と
は
、
人
を
謂
う
な
り
。

②
我
と
「
物
」
と
斉
し
け
れ
ば
、
則
ち
「
物
」
と
我
と
「
際
」

有
り
。
我
超
然
と
し
て
「
物
」
の
上
に
立
て
ば
、
則
ち
「
物
」

み
な
我
の
懐
袖
に
固
せ
ら
る
。
烏
く
ん
ぞ
「
際
」
有
る
を
得

ん
や
。
然
れ
ど
も
「
物
」
尚
お
「
際
」
有
る
者
は
、
是
れ
彼

れ
自
ら
「
際
」
有
る
の
み
。
我
と
「
際
」
有
る
に
非
ず
。

こ
の
箇
所
に
お
け
る
履
軒
の
解
釈
は
通
説
と
異
な
る
。
通
説
で

は
「
物
」
を
そ
の
ま
ま
「
物
」
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
「
物
」
を
「
人
」
と
解
す
る
。
そ
し
て
、

自
分
と
人
々
と
の
視
点
が
同
じ
で
あ
れ
ば
「
際
」
が
あ
る
と
い
う
。
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こ
の
場
合
の
「
際
」
と
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
相
対
的
な
区
別

を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
善
悪
、
美
醜
等
で
あ
る
。
従

っ
て
、
自
分
と
人
々
と
の
視
点
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
と
も
に
相
対

的
な
区
別
に
惑
わ
さ
れ
て
「
真
の
是
非
」
の
区
別
が
で
き
な
い
状

態
と
な
る
。
し
か
し
、
一
た
び
自
分
が
相
対
的
な
区
別
に
惑
わ
さ

れ
る
精
神
の
在
り
方
か
ら
脱
し
て
、
聖
人
と
同
じ
「
万
物
斉
同
」

の
境
地
に
至
れ
ば
、
自
分
は
人
々
と
は
お
の
ず
か
ら
異
な
る
視
点

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
人
々
は
自
分
よ
り
も
下
の
立
場
と
な
る
。

そ
の
と
き
、
自
分
と
人
々
と
の
精
神
の
在
り
方
は
既
に
異
な
り
、

自
分
は
相
対
的
な
区
別
に
惑
わ
さ
れ
る
精
神
の
在
り
方
で
は
な
い
。

た
だ
、
人
々
の
間
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
相
対
的
な
区
別
が
存

し
、
人
々
は
そ
の
区
別
に
惑
わ
さ
れ
る
精
神
状
況
が
続
く
。
こ
こ

で
聖
人
は
「
万
物
斉
同
」
の
境
地
に
い
る
か
ら
と
い
っ
て
人
々
と

は
別
の
世
界
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
同
じ
世
界
に
い

な
が
ら
、
そ
の
精
神
の
在
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

履
軒
の
注
解
の
立
場
は
以
上
の
よ
う
な
意
味
に
な
ろ
う
。
上
記

の
『
離
題
』
で
は
「
物
を
物
と
す
る
者
は
、
物
と
際
無
し
」
の
解

釈
が
為
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
物
を
物
と
す
る
者
」
と
は
、
履
軒
に

と
っ
て
は
い
わ
ば
大
宗
師
篇
に
見
え
る
聖
人
で
あ
り
、
聖
人
な
ら

ば
相
対
的
区
別
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
な
い
か
ら
「
物
と
際

無
し
」
と
な
る
。
上
記
の
『
離
題
』
で
は
、
そ
の
精
神
の
在
り
方

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
箇
所
で
い
わ
れ
る

物
斉
同
」
の
境
地
と
は
そ
の
精
神
の
在
り
方
を
指
す
概
念
で
あ
る
。

現
実
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
に
と
ら
わ
れ
な
い
精
神
の

在
り
方
を
指
す
概
念
で
あ
る
。
「
万
物
斉
同
」
の
境
地
を
会
得
し
た

聖
人
の
精
神
に
あ
っ
て
は
、
「
多
」
と
「
一
」
と
は
相
対
的
な
概
念

に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
履
軒
に
と
っ
て
「
万
物
斉
同
」
と
は
現

実
世
界
に
存
在
す
る
万
物
が
同
一
の
根
拠
に
基
づ
く
と
い
う
よ
う

な
概
念
で
は
な
い
。
現
実
世
界
を
認
識
す
る
視
点
に
つ
い
て
の
概

念
を
表
す
。

履
軒
に
と
っ
て
、
「
多
」
と
「
一
」
と
が
相
対
的
な
概
念
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の
例
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
そ
れ

は
逍
遥
遊
篇
冒
頭
の
大
鵬
寓
話
に
お
け
る
『
離
題
』
で
あ
る
。
本

文
に
「
天
の
蒼
背
た
る
は
、
其
れ
正
色
な
る
か
、
其
れ
遠
く
し
て

至
極
す
る
所
無
き
か
。
其
の
下
を
視
る
や
、
亦
た
是
く
の
若
く
な

ら
ん
の
み
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
下
界
か
ら
上
空
を
仰

げ
ば
蒼
蒼
と
し
て
見
え
る
の
と
同
様
に
、
大
鵬
が
上
空
か
ら
下
界

を
見
て
も
同
様
に
見
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
描
写
を
す
る
箇
所
で
あ

る
。
そ
の
箇
所
に
対
し
て
、
履
軒
は
い
う
。

「
正
色
な
る
か
」
と
日
う
は
、
其
の
正
色
に
非
ざ
る
を
疑
う

な
り
。
「
遠
く
し
て
極
無
き
か
」
と
日
う
は
、
其
の
止
極
無
き

を
疑
う
。
故
に
「
正
色
」
に
非
ず
し
て
、
「
蒼
々
」
然
も
て
「
色
」

と
作
す
。
則
ち
天
よ
り
下
土
を
視
れ
ば
、
亦
た
「
音
々
」
然
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た
り
。
是
の
「
蒼
々
」
は
遠
き
を
以
て
生
ず
。
天
の
色
に
非

ず
、
亦
た
地
の
色
に
非
ず
。
猶
大
水
の
碧
色
の
ご
と
き
の
み
。

履
軒
の
解
釈
に
よ
る
と
、
天
の
色
が
「
蒼
蒼
」
す
な
わ
ち
青
々

と
し
て
い
る
の
は
、
天
に
色
が
つ
い
て
い
る
の
で
も
な
く
、
天
に

極
ま
り
が
な
い
た
め
で
も
な
い
。
天
か
ら
下
界
を
見
て
青
々
と
し

て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
は
る
か
遠
い
が
た
め
に
そ
の
よ
う
に
見
え

る
の
で
あ
っ
て
、
天
や
地
面
に
そ
れ
ぞ
れ
色
が
つ
い
て
い
る
た
め

で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
に
海
が
碧
色
を
し
て
い
る
の
と
同
じ
で

あ
る
、
と
い
う
。

こ
こ
に
「
蒼
蒼
」
と
い
う
の
は
「
色
」
を
表
す
概
念
で
は
な
い
。

近
く
で
見
れ
ば
「
野
馬
」
や
「
塵
埃
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
異
な

っ
た
色
が
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
遠
方
で
あ
る
た
め
に
一

色
「
の
よ
う
に
」
見
え
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
「
蒼
蒼
」
と
名
づ

け
ら
れ
る
よ
う
な
一
色
の
色
に
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
箇
所
に
お
け
る
「
多
」
と
「
一
」
と
は
、
遠
近
と
い
う
相
対

的
な
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
、
履
軒
に
と

っ
て
「
多
」
と
「
一
」
と
は
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
（
注

1
2
)
0

こ
の
よ
う
な
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
理
解
を
再
度
、
『
口
義
』
と

比
較
し
て
み
る
。
徳
充
府
篇
「
其
の
異
な
る
者
よ
り
之
を
視
れ
ば
、

肝
騰
も
楚
越
な
り
。
其
の
同
じ
き
者
よ
り
之
を
視
れ
ば
、
万
物
も

み
な
一
な
り
」
の
箇
所
に
対
し
て
、
前
引
の
よ
う
に
林
希
逸
は
「
万

物
の
同
じ
く
一
初
に
出
づ
る
を
知
ら
ず
。
…
…
其
の
同
じ
<
-
初

に
出
づ
る
を
知
ら
ば
、
則
ち
万
物
も
み
な
我
と
一
為
る
な
り
」
と

注
し
た
。
こ
の
解
釈
か
ら
、
自
分
も
含
め
て
万
物
は
、
同
一
の
根

拠
に
基
づ
い
て
現
実
世
界
に
存
在
す
る
と
い
う
林
希
逸
の
考
え
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徳
充
府
篇
の
『
口
義
』

を
履
軒
は
「
此
れ
只
だ
同
異
も
て
見
解
を
生
ず
る
者
を
論
ず
。
其

た
ず

の
出
処
を
討
ぬ
る
に
非
ず
」
と
批
判
す
る
。
「
一
」
た
る
根
拠
に
基

づ
い
て
万
物
が
存
在
す
る
と
林
希
逸
が
い
う
の
に
対
し
、
履
軒
は

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
持
つ
異
な
っ
た
見
解
に
よ
っ
て
同
異
が
生
じ
る

と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
で
は
万
物
が
同
一
の
根
拠
を
持
つ

こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
林
希
逸
の
解
釈
を

こ
の
部
分
に
お
い
て
も
履
軒
は
批
判
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
履
軒

に
と
っ
て
の
「
万
物
斉
同
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
精
神
の
在

り
方
に
お
い
て
視
点
の
相
違
を
指
す
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
理
解
と
彼
の
世
界
観
と
は

関
連
が
あ
る
。
履
軒
は
現
実
世
界
に
存
在
す
る
万
物
は
み
な
一
気

か
ら
成
る
と
い
う
。
知
北
遊
篇
に
以
下
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

は
じ
め

生
は
死
の
徒
、
死
は
生
の
始
な
り
。
執
か
其
の
紀
を
知
ら
ん
。

人
の
生
は
気
の
漿
な
り
。
漿
ま
れ
ば
則
ち
生
と
為
り
、
散
れ

ば
則
ち
死
と
為
る
。
若
し
死
生
を
徒
と
為
さ
ば
、
吾
も
又
た
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「
神
奇
」
「
臭
腐
」
は
、
万
物
を
以
て
言
う
。
「
神
奇
」
は
珍

美
の
極
を
挙
ぐ
。
「
臭
腐
」
は
憎
悪
の
極
を
挙
ぐ
。
二
端
を
挙

げ
て
言
を
立
つ
る
の
み
。
万
物
は
一
気
に
し
て
、
元
も
と
「
神

奇
」
無
し
、
「
臭
腐
」
無
し
。
但
だ
人
其
の
美
と
す
る
所
を

以
て
し
て
名
づ
く
る
に
「
神
」
と
為
し
「
奇
」
と
為
し
、
其

の
憎
む
所
も
て
名
づ
く
る
に
「
臭
」
と
為
し
「
腐
」
と
為
す
。

其
の
実
異
な
る
こ
と
有
る
に
非
ず
。
故
に
相
い
転
じ
迭
し

て
化
す
る
も
只
だ
是
れ
一
気
な
る
の
み
。

こ
の
よ
う
に
現
実
世
界
に
存
在
す
る
万
物
は
一
気
で
あ
り
、
「
神

奇
」
「
臭
腐
」
な
ど
と
名
称
を
異
に
す
る
の
は
、
た
だ
人
間
が
勝
手

に
自
分
の
好
悪
に
従
っ
て
名
づ
け
て
い
る
だ
け
だ
と
履
軒
は
考
え

る
。
そ
し
て
、
知
北
遊
篇
の
同
部
分
に
対
し
て
林
希
逸
は
「
若
し

死
生
只
だ
是
れ
一
理
な
る
を
知
ら
ば
、
則
ち
吾
も
又
た
何
を
か
患

え
ん
。
『
徒
と
為
す
』
と
は
、
死
生
を
一
と
為
す
な
り
。
死
生
は
本

こ
の
箇
所
に
対
し
、
履
軒
は
次
の
よ
う
な
解
釈
を
施
す
。

何
を
か
患
え
ん
。
故
に
万
物
は
一
な
り
。
是
れ
其
の
美
と
す

る
所
の
者
を
神
奇
と
為
し
、
其
の
悪
む
所
の
者
を
臭
腐
と
為

す
。
臭
腐
は
復
た
化
し
て
神
奇
と
為
り
、
神
奇
は
復
た
化
し

て
臭
腐
と
為
る
。
故
に
日
わ
く
、
天
下
に
通
じ
て
一
気
の
み

と
。
聖
人
は
故
に
一
を
貴
ぶ
。

一
理
に
し
て
万
物
も
み
な
然
り
」
と
解
す
る
が
、

を
批
判
し
て
履
軒
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

そ
の

『
口
義
』

〔
本
文
の
〕
「
死
生
を
徒
と
為
す
」
と
〔
『
口
義
』
の
〕
「
死

生
―
理
」
と
は
語
気
自
ら
同
じ
か
ら
ず
。
混
同
す
る
を
得
ず
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
履
軒
は
林
希
逸
の
「
理
」
を
用
い
た
宋

学
的
解
釈
を
批
判
す
る
。
林
希
逸
が
い
う
よ
う
に
、
死
生
が
と
も

に
「
一
理
」
と
い
う
同
一
の
根
拠
を
も
つ
も
の
だ
と
の
認
識
は
履

軒
に
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
履
軒
は
こ
の
「
一
気
」
に
は
陰
陽
の
区
別
が
存
し
て
い

る
と
い
う
。
例
え
ば
、
大
宗
師
篇
の
孔
子
と
子
貢
と
の
会
話
か
ら

ま

さ

た

ぐ

い

成
る
寓
話
の
「
彼
は
方
且
に
造
物
者
と
人
為
り
て
、
天
地
の
一
気

に
遊
ぶ
」
の
箇
所
に
履
軒
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

気
」
は
、
陰
陽
の
気
を
混
合
す
る
な
り
。
〔
林
希
逸
の
い

う
よ
う
に
〕
「
初
」
の
謂
に
非
ず
。

同
部
分
の
『
口
義
』
で
は
「
『
天
地
の
一
気
に
遊
ぶ
』
は
、
造
物

の
初
に
遊
ぶ
を
言
う
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
履
軒
は
「
気
」
は

一
種
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
陰
陽
の
気
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
と

説
明
す
る
。
ま
た
、
知
北
遊
篇
「
彼
の
神
明
至
精
と
彼
の
百
化

と
は
物
な
る
の
み
。
死
生
方
円
は
其
の
根
を
知
る
こ
と
莫
し
」

に
対
し
て
、
履
軒
は
い
う
。
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「
神
明
至
精
」
は
、
天
地
陰
陽
を
謂
う
な
り
。
「
百
化
」
は
、

衆
多
の
変
化
す
る
の
物
に
し
て
、
即
ち
万
物
な
り
。
「
物
な
る

の
み
」
は
、
上
文
を
断
ず
る
の
語
な
り
。
夫
の
「
百
化
」
は

固
よ
り
是
れ
「
物
」
な
り
。
天
地
と
雖
も
亦
た
「
物
」
な
り
、

陰
陽
と
雖
も
亦
た
「
物
」
な
り
。
「
死
生
」
の
二
字
は
万
物
の

状
を
謂
い
、
「
方
円
」
の
二
字
は
天
地
の
状
を
謂
う
。
万
物
の

「
死
生
」
す
る
所
以
、
天
地
の
「
方
円
」
た
る
所
以
を
言
う
。

必
ず
其
の
根
本
に
之
を
使
う
者
有
り
。
独
り
自
ら
之
を
為
す

に
非
ず
。

こ
の
箇
所
の
訓
読
は
、
履
軒
独
自
の
訓
読
で
あ
る
。
こ
の
箇
所

は
「
彼
の
神
明
至
精
は
、
彼
と
百
化
す
。
物
は
已
に
死
生
方
円
あ

り
…
…
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
履
軒
は
「
神
明
至
精
」

を
陰
陽
の
気
と
し
て
、
「
百
化
」
を
万
物
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、

履
軒
は
陰
陽
の
気
も
万
物
も
両
者
と
も
に
「
物
」
だ
と
す
る
。
実

態
は
同
じ
「
物
」
で
あ
り
な
が
ら
、
名
称
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
履
軒
は
「
物
」
と
い
う
、
実
体
の
見
え
る
存
在
を
強
調
す

る
。
林
希
逸
は
こ
の
箇
所
の
「
神
明
至
精
」
に
対
し
て
「
『
神
明
至

精
』
は
妙
理
を
言
う
」
と
述
べ
て
や
は
り
宋
学
的
解
釈
を
施
し
て

い
る
が
、
履
軒
の
解
釈
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ

る（注
1
3
)
0

履
軒
の
『
雌
題
』
は
『
口
義
』
の
刊
本
に
書
き
込
ま
れ
た
注
解

で
、
『
口
義
』
に
対
す
る
批
判
の
意
図
を
も
っ
て
書
か
れ
た
。
「
万

物
斉
同
」
観
に
つ
い
て
い
え
ば
、
林
希
逸
は
「
一
」
た
る
根
源
を

「
天
理
」
「
理
」
と
宋
学
的
解
釈
を
も
っ
て
と
ら
え
て
、
「
多
」
は

「
-
」
を
根
拠
と
し
て
存
在
す
る
と
説
明
す
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
履
軒
の
い
う
「
万
物
斉
同
」
と
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
諸

現
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
ら

の
表
面
的
な
相
違
に
と
ら
わ
れ
ず
、
高
い
観
点
か
ら
万
物
を
見
れ

ば
そ
の
相
違
は
大
き
い
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
い
わ
ば
精
神
の

在
り
方
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
一
」
と
「
多
」
と

の
関
係
は
、
『
口
義
』
が
い
う
よ
う
に
「
多
」
が
「
一
」
を
根
拠
と

し
て
存
在
す
る
と
い
う
よ
う
な
関
係
で
は
な
く
、
現
実
世
界
に
お

け
る
視
点
の
相
違
か
ら
く
る
相
対
的
な
関
係
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
。と

す
る
な
ら
ば
、
履
軒
の
い
う
「
万
物
斉
同
」
は
あ
く
ま
で
も

現
実
世
界
中
に
お
け
る
問
題
に
関
す
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

履
軒
に
と
っ
て
の
最
大
の
関
心
事
は
現
実
世
界
中
の
諸
問
題
だ
と

い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
知
北
遊
篇
に
お
け
る
『
離
題
』
の
「
死
は

是
れ
死
、
生
は
是
れ
生
、
分
明
に
両
項
な
り
」
の
表
現
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
履
軒
は
現
実
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
の

終
わ
り
に

(110) 



3061 

相
違
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
相
違
の
あ
る
ま
ま
に
受
け
入

れ
る
態
度
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
履
軒
の
現
実
重
視
の

考
え
を
反
映
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
（
注
14)
。
そ
し
て
、
履
軒
の
こ

の
よ
う
な
考
え
は
、
『
離
題
』
に
お
い
て
「
聖
人
」
の
処
世
術
に
明

確
に
表
れ
て
い
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
「
万
物
斉
同
」
に
つ
い
て
履
軒
だ
け
が
こ
の
よ

う
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
流
布
し
て
い
る

『
荘
子
』
の
注
解
書
に
も
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

た
だ
、
江
戸
期
に
お
い
て
、
当
時
の
儒
教
一
尊
の
風
潮
に
流
さ
れ

ず
、
独
自
の
解
釈
を
施
し
た
履
軒
の
学
問
的
態
度
は
注
目
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。

履
軒
は
『
口
義
』
の
よ
う
に
『
荘
子
』
を
宋
学
的
に
解
釈
す
る

こ
と
を
批
判
す
る
。
「
理
」
等
の
宋
学
用
語
を
用
い
た
解
釈
を
批
判

す
る
。
そ
れ
は
「
異
端
」
の
書
で
あ
る
『
荘
子
』
を
宋
学
的
に
解

釈
す
れ
ば
牽
強
付
会
の
解
釈
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
批
判

で
あ
る
。
と
同
時
に
、
宋
学
用
語
の
意
味
自
体
を
自
分
な
り
に
分

析
す
る
こ
と
も
な
く
、
既
成
の
用
語
に
頼
り
、
そ
れ
を
無
批
判
に

使
用
す
る
だ
け
の
解
釈
を
『
口
義
』
が
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
批
判
で
も
あ
ろ
う
。

履
軒
は
儒
者
で
あ
っ
た
。
履
軒
か
ら
見
た
真
の
儒
者
と
は
、
自

分
の
頭
脳
で
思
考
し
現
実
を
直
視
す
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
自
身
そ
の
よ
う
な
儒
者
で
あ
る
自
信
が
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
「
異
端
」
の
書
で
あ
る
『
荘
子
』
を
注
解
す
る

と
き
も
、
既
成
の
概
念
と
し
て
の
宋
学
用
語
を
用
い
て
解
釈
す
る

の
で
は
な
く
、
現
実
を
直
視
し
た
具
体
的
な
解
釈
を
施
す
べ
き
だ

と
履
軒
は
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
履
軒
は
林
希
逸
の
宋

学
的
解
釈
を
批
判
す
る
。
そ
の
よ
う
な
履
軒
の
現
実
直
視
の
態
度

は
「
異
端
」
の
書
で
あ
る
『
荘
子
』
の
注
解
、
特
に
本
稿
に
お
い

て
取
り
上
げ
た
「
万
物
斉
同
」
解
釈
に
も
十
分
に
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
期
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
注
解
に
関
し
て
言
え
ば
、

こ
の
『
離
題
』
に
は
履
軒
独
自
の
「
万
物
斉
同
」
解
釈
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
『
離
題
』
以
外
に
も
江
戸

期
の
漢
学
者
の
手
に
よ
る
多
く
の
『
荘
子
』
注
解
書
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
注
解
書
に
見
え
る
「
万
物
斉
同
」
観
は
履
軒
の

考
え
と
は
当
然
異
な
る
点
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
果
た

し
て
履
軒
の
『
離
題
』
と
ど
の
よ
う
な
点
で
異
な
っ
た
特
色
を
持

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
探
究
す
る
こ
と
は
非
常
に

興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
履
軒
の
『
荘
子
』
観
と
比
較
し
な
が
ら
、

江
戸
期
の
漢
学
者
の
も
っ
『
荘
子
』
観
を
探
る
試
み
を
今
後
、
継

続
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
履
軒
の
「
聖
人
」
観
に
つ
い
て
は
、
『
論
語
逢
原
』
『
孟

子
逢
原
』
等
の
儒
家
文
献
に
対
す
る
注
解
に
お
い
て
も
当
然
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
面
の
検
討
も
今
後
、
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
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(
1
)
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
『
荘
子
』
親
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
収
号
・
一

九
九
八
年
）
（
以
下
、
前
稿
と
称
す
る
）
。

(
2
)
『
口
義
』
に
対
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
池
田
知
久
「
日
本
に
お

け
る
林
希
逸
『
荘
子
隅
斎
口
義
』
の
受
容
」
（
『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』

三
十
一
号
・
一
九
八
七
年
）
、
張
毅
「
以
”
儒
“
”
釈
“
解
”
荘
“

_

_

 

i
 

読
林
希
逸
《
荘
子
口
義
》
」
（
『
南
開
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
一
九

九
0
年
第
五
期
・
一
九
九

0
年
）
、
周
啓
成
『
荘
子
磯
斎
口
義
校
注
』
（
中

華
書
局
・
一
九
九
七
年
）
、
王
迪
『
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
』

（
国
書
刊
行
会
・
ニ

0
0
一
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
3
)
上
記
の
例
以
外
に
、
「
天
理
」
に
つ
い
て
は
、
大
宗
師
篇
「
其
の
嗜

欲
深
き
者
は
、
其
の
天
機
浅
し
」
に
対
し
て
「
『
天
機
』
は
、
天
理
な

り
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
秋
水
篇
「
道

を
知
る
者
は
、
必
ず
理
に
達
す
」
の
箇
所
に
対
し
て
「
理
は
事
物
各

お
の
有
す
る
の
理
な
り
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
則
陽
篇
「
異
を
合
し

て
以
て
同
と
為
し
、
同
を
散
じ
て
以
て
異
と
為
す
」
の
箇
所
に
対
し

て
「
『
異
を
合
し
て
以
て
同
と
為
す
』
は
、
万
物
一
理
を
同
じ
く
す

る
な
り
。
『
同
を
散
じ
て
以
て
異
と
為
す
』
は
、
物
々
各
お
の
一
理
を

具
う
る
な
り
」
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。

(
4
)
『
口
義
』
全
体
と
し
て
は
、
林
希
逸
は
儒
教
だ
け
で
な
く
、
仏
教
の

知
識
も
大
い
に
利
用
し
て
注
釈
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
儒
者

注

で
あ
る
履
軒
が
撰
し
た
『
離
題
』
と
の
比
較
上
、
『
口
義
』
の
宋
学
的

解
釈
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
前
稿
で
は
林
希
逸
が
施
す

解
釈
の
特
徴
を
主
に
「
儒
教
的
解
釈
」
と
称
し
た
。
し
か
し
、
「
儒
教

的
」
と
い
っ
て
も
そ
の
意
味
す
る
範
囲
は
広
い
。
林
希
逸
は
、
「
理
」

等
の
宋
学
用
語
を
用
い
て
解
釈
す
る
こ
と
が
実
際
に
は
多
い
。
従
っ

て
、
本
稿
で
は
「
儒
教
的
解
釈
」
の
意
味
を
限
定
し
て
、
林
希
逸
の

解
釈
の
特
徴
を
「
宋
学
的
解
釈
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
5
)
前
稿
参
照
。

(
6
)
例
え
ば
、
養
生
主
篇
の
庖
丁
説
話
中
に
「
天
理
に
依
る
」
と
あ
り
、

林
希
逸
は
そ
の
箇
所
に
対
し
て
「
『
天
理
』
は
牛
身
天
然
の
膜
理
な
り
」

と
注
す
る
。
こ
の
箇
所
の
『
口
義
』
は
「
理
」
本
来
の
「
す
じ
め
」

の
意
味
に
解
し
て
い
る
。

(
7
)
宋
学
用
語
に
対
し
て
、
履
軒
が
無
批
判
に
宋
学
用
語
を
受
け
入
れ

る
の
で
な
く
、
独
自
の
見
解
で
宋
学
用
語
を
解
す
る
こ
と
は
既
に
先

行
論
考
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
中
浩
之
「
中
井

履
軒
の
生
涯
」
「
中
井
履
軒
の
思
想
」
（
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
所

収
・
明
徳
出
版
社
・
一
九
八

0
年
）
参
照
。

(
8
)
こ
の
他
、
林
希
逸
の
宋
学
的
解
釈
と
し
て
は
、
『
孟
子
』
尽
心
章
句

上
「
万
物
み
な
我
に
備
わ
る
」
の
語
を
用
い
て
解
釈
す
る
箇
所
が
指

摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
大
宗
師
篇
「
人
の
形
の
若
き
者
は
、
万
化
しか

ぞ

て
未
だ
始
め
よ
り
極
有
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
楽
し
み
為
る
勝
げ
て
計

う
べ
け
ん
や
」
に
対
す
る
注
解
、
秋
水
篇
「
万
物
を
兼
懐
す
」
に
対
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す
る
注
解
等
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
そ
れ
ぞ
れ
「
『
我
に
備
わ
る
』

…
…
の
謂
い
に
非
ず
」
（
大
宗
師
篇
）
、
「
『
兼
懐
』
は
、
猶
包
含
の
ご

と
し
。
『
我
に
備
わ
る
』
と
同
じ
か
ら
ず
」
（
秋
水
篇
）
と
述
べ
て
林

希
逸
の
解
釈
を
批
判
す
る
。

(
9
)
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
解
釈
に
は
先
行
研
究
が
あ
る
。
連
清
吉
『
日

本
江
戸
後
期
以
来
的
荘
子
研
究
』
（
台
湾
学
生
書
局
・
一
九
九
八
年
）

中
の
「
中
井
履
軒
及
其
《
荘
子
離
題
》
」
で
あ
る
。
こ
の
先
行
論
考
を

踏
み
な
が
ら
、
履
軒
の
「
万
物
斉
同
」
親
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

(10)
前
稿
に
お
い
て
「
明
を
以
う
」
の
境
地
を
「
『
明
』
の
境
地
は
、
す

な
わ
ち
彼
此
の
区
別
の
な
い
万
物
斉
同
の
境
地
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
「
明
を
以
う
」
と
は
、
こ
の
引
用
文
の
よ
う
に
、
履
軒
の
中

で
は
「
真
の
是
非
を
定
」
め
る
境
地
で
あ
り
、
「
是
非
」
を
没
し
た
万

物
斉
同
の
境
地
は
「
之
を
天
に
照
ら
」
し
て
初
め
て
実
現
す
る
。
従

っ
て
、
前
稿
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。

(
1
1
)
『
口
義
』
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

人
み
な
形
有
る
を
以
て
自
ら
喜
び
て
、
人
の
一
身
千
変
万
化

す
る
を
知
ら
ず
。
安
く
ん
ぞ
其
の
止
ま
る
所
を
知
ら
ん
。
荀
し

能
＜
之
を
知
ら
ば
、
則
ち
「
万
物
み
な
我
に
備
わ
り
」
、
「
天
地

か
ぞ

は
…
…
我
と
一
為
り
」
。
其
の
楽
し
み
勝
げ
て
計
う
べ
け
ん
や
。

聖
人
心
を
自
然
に
遊
ば
せ
ば
、
則
ち
得
る
無
く
喪
う
無
し
。

故
に
「
物
の
逓
る
る
を
得
ざ
る
所
に
遊
ぴ
て
み
な
存
す
」
と
日

{？ 

(12)
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
・
一
九
九

四
年
）
で
は
、
中
井
履
軒
が
相
対
主
義
的
思
考
を
発
想
し
た
来
源
と

し
て
老
荘
思
想
と
『
天
経
或
問
』
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
天
経
或
問
』

は
清
の
滸
芸
の
著
書
で
、
中
国
の
伝
統
的
な
天
文
学
を
踏
み
な
が
ら

西
洋
天
文
学
の
新
知
識
を
紹
介
し
て
い
る
。
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫

に
は
履
軒
の
『
天
経
或
問
離
題
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
履
軒
は
天

文
学
者
麻
田
剛
立
と
の
交
流
も
あ
り
、
最
新
の
科
学
的
知
識
の
習
得

に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
履
軒
の
相
対
主
義
的
思
考
の
根
底
に
は
当
時

と
し
て
は
最
新
の
科
学
的
知
識
の
裏
づ
け
も
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
陶
徳
民
同
著
九
五
頁

S
九
八
頁
を
参
照
。

(13)

こ
の
箇
所
に
お
い
て
後
半
の
「
死
生
方
円
は
其
の
根
を
知
る
こ
と

莫
し
」
の
箇
所
に
対
す
る
履
軒
の
見
解
は
問
題
で
あ
る
。
履
軒
は
「
必

ず
其
の
根
本
に
之
を
使
う
者
有
り
。
独
り
自
ら
之
を
為
す
に
非
ず
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
上
記
引
用
箇
所
の
続
く
箇
所
に
履
軒
は
「
所
謂

『
根
』
と
は
、
即
ち
儒
者
謂
う
所
の
太
極
是
れ
な
り
」
と
の
注
を

施
す
。
す
な
わ
ち
、
履
軒
は
「
死
生
方
円
」
を
万
物
の
状
態
を
い
う

も
の
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
「
太
極
」
と
い
う
根
拠
の
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
履
軒
の
『
離
題
』
は
『
口
義
』
を
底
本
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
林
希
逸
の
宋
学
的
解
釈

を
批
判
す
る
の
が
彼
の
基
本
的
注
解
態
度
で
あ
る
。
そ
の
履
軒
が
宋

学
的
概
念
で
あ
る
は
ず
の
「
太
極
」
の
語
を
宋
学
的
概
念
と
認
め
た

う
え
で
、
『
離
題
』
に
肯
定
的
な
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

(113) 
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連
清
吉
前
掲
論
考
は
、
履
軒
も
ま
た
儒
教
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
言
う
。
た
だ
、
履
軒
の
「
太
極
」
を
そ
の
よ
う
に
批

判
的
に
評
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
履
軒

の
「
太
極
」
親
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

(
1
4
)
履
軒
の
現
実
重
視
の
思
想
は
既
に
先
行
論
考
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
注
5
に
紹
介
し
た
山
中
浩
之
前
掲
論
考
の
他
、

子
安
宣
邦
「
中
井
履
軒
」
（
『
江
戸
思
想
史
講
義
』
所
収
•
岩
波
書
店
・

一
九
九
八
年
）
等
、
参
照
。
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